
会員増強の途中経過で
加入率67.5%（東法連第3位）

会員増強運動を終えて

3



4

春のブロック研修会
春のブロック研修会

新入会員研修会

新入会員研修会

NEW FACE SPECIAL



5

NEW FACE SPECIAL



※
順
番
は
支
部
の
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ヘルパーステーションを
経営しております。現在、
杉並はこういう同業者
が100社を超えており、
大変な激戦になってお
ります。２年間で半分つ
ぶれているというのが、
現状であります。その中
でなぜこの会社を立ち
上げたか。それは、残さ
れた人生を世のため
に、人のために、お役
に立てればという思い
からです。現在利用者
が130人、ヘルパーを
50人置いております。
とにかく残された晩年
の人生を、よい晩年を
送っていただきたいと思
い頑張っております。

皆様、こんばんは。仕事
は、婦人服の企画・製
造・販売です。デザイン
を提案し、アパレル及
び専門店とタイアップ
し製品化しております。
新しいスタイルの仕事
です。今、状況としてア
パレルというのは決して
よくありませんが、そう
いう中で、経験を活か
し頑張っております。
昨年の10月１日に法
人化いたしました。まだ
まだ新米の会社です
が、よろしくお願いいた
します。

テレビゲームソフトをつくっ
ております。いろんなハー
ドや、新しい技術が出て
きて、夢をどういうふうに
子供たち、次の世代に与
えられるかという事を大き
なテーマに、日々一生懸
命開発しております。法人
会には、八重幡副委員長
とお会いした縁もあり入
会いたしました。デジタル
コンテンツをつくっていま
すが、もっと身近な地域・
社会に貢献できることが、
我々にもあるのではない
かと考えております。こち
らに参加させていただくこ
とで、諸先輩の方々にご
指導いただければうれしい
と思っております。

77
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ただの町の電気工事
屋です。私は約30年
近くある小学校、わか
ると思うのですが、小
学校の野球の監督を
しております。約30年
間ほとんど日曜、祭日、
今は土曜日も子供と
一緒に野球にいそし
んでおります。あとは
20何年ぐらい前から天
沼青少年育成委員会
の委員をやっておりま
す。杉並区の体育指
導員もやりました。仕
事は何も自慢できるこ
とはありませんけれど
も、ボランティアのこ
とに関しては、自分で
自慢できるところです。
ただ、それだけです。

西荻窪駅から東京女
子大方面にのびる商
店街でコンビニを経
営しております、東京
日光でございます。古
い伝統のあるお店が
多いこの商店街で皆
さんに可愛がってい
ただきながら今日まで
たどりつきました。コ
ンビニを取り巻く環境
も大変厳しいものに
なってきており、毎日
戦いの日々です。今
日は、法人会の会員
の皆様のお仲間に
入れていただき、情
報交換等の場を広め
ていきたいと思いや
ってまいりました。

こんばんは。チバテッ
クの千葉と申します。
「チバテック」は機械
設計業を営んでいる
会社です。機械の設
計だけでなく、部品製
作や組立作業等、機
械に関するあらゆる業
務に対応しています。
私の40年間に経験し
た技術を皆さんのた
めに使って行きたい
と思います。気軽に
ご相談下さい。きっと
ご満足して頂けるも
のと確信しています。

こんばんは。昨年の
10月16日、西荻窪
の荻窪中学校近くに
事務所を構えました、
インテレオの内田と
申します。会社の内
容としましては、光フ
ァイバー・光モジュー
ル等を使用した検査
装置等を開発し、光
エレクトロニクスに関
する技術コンサルテ
ィングをやっておりま
す。社長本人が出席
できれば皆様にうまく
説明できるかと思うの
ですが、生憎打合せ
のため出席できず、
本日は私が代行とし
て出席させていただ
きました。

文久堂の小島と申し
ます。西荻で東洋医
学、はりときゅう、そし
て生命エネルギー治
療を行っております。
冷えが大きく関わって
いるアレルギー疾患、
特にアトピー性皮膚
炎と生活習慣病、特
にガンの治療に力を
注いでおります。法人
会の会員の皆様の
健康管理から治療ま
で、当院にお任せ下
さい。

児玉商事の児玉でご
ざいます。西口、日
の出街で「野ばら」と
いうお店を始めて11
年になります。皆様
にくつろいでいただけ
る店をというのが、私
の願いです。時々私
の弾くつたないピア
ノでも聞いてリフレッ
シュしていただけたら
と思っております。経
営のイロハも分かり
ませんので、法人会
の皆様のご指導をい
ただければ幸いです。

こんばんは。アヴィラ
の高木と申します。
法人会の皆様方に
は、いつもいつもガン
ガンガンガン電話が
来てご迷惑をおかけ
しているかと思います
けれども、ＡＩＵの代
理店をやっておりま
す。こちらにも、たくさ
んの方が来ていらっ
しゃいます。生命保
険のほうも取り扱わさ
せていただいておりま
す。今後も皆様方の
ほうにはアプローチさ
せていただくかと思い
ます。

皆様、こんばんは。社
会保険労務士の宮
本でございます。昨年
の5月に入会させて
いただきました。何も
分からない中、7月頃
組織委員になってお
りました。組織率アッ
プ、組織率アップと、
今朝も委員会で組織
率を上げろと、こうい
う次第で、あんまり出
るのは嫌だな、とは思
っていません。（笑）
いろいろ諸先輩方の
有意義なお話もお聞
かせいただけるので、
楽しみにしております。

皆様のお手元にチラ
シがあると思いますけ
れども、私は女優をや
っています。それからも
う一つ、私は撮影スタ
ジオをやっています。
これはテレビや映画、
ＣＭに一戸建てとかマ
ンションなどを撮影に
貸しています。それ以
外に、今回荻窪法人
会に入会させていただ
いたので、街おこし的
なところで、それぞれ
の会社の皆様や商店
主の方々に、撮影に
お店なり会社なりを貸
していただけたらと思
っています。皆様にご
協力いただければと思
っております。

こんばんは。社会労
務士と行政書士をや
っております豊田と申
します。先ほどごあい
さつされました同じ社
会保険労務士の仲
間、宮本さんのお誘
いがありまして、今回
入会させていただきま
した。私、生まれも育
ちも阿佐ヶ谷でござい
まして、サラリーマン
になって荻窪に住む
ようになりました。今
回、２年前なのですが
開業したという次第で
ございます。まだ開業
したてですけれども、
微力ながらも、皆様に
少しでもお力になれれ
ばと思っております。

練馬区のほうから、２年
ほど前に荻窪に本社を
移し、その時練馬西法
人会を退会したままにな
っておりました。今回お
勧めいただき、荻窪法
人会に入ることができま
した。私共の仕事はち
ょっと変わっているので
すが、ロシアをはじめ旧
ソ連の国から、ウォッカ
を輸入しています。ウォ
ッカは、日本の方はあ
まり召し上がらないよう
ですが、やはり元祖はロ
シアですので、ロシアの
ものが一番いいという
ことで、皆様に勧めて
おります。

国分寺にて賃貸物件の
紹介と管理、共済保険の
取り扱い業務を行ってお
ります。昨年の10月に、
荻窪駅の南口で源氏かま
くらさんの向かい（旧よし
みさん）にて小料理錦を始
めさせて頂きました。有機
野菜中心の大皿家庭料
理と日替わりの煮魚、焼
き魚等をお楽しみ頂けま
す。10銘柄程度ですが地
酒と、麦・米・芋各種焼酎
も取り揃えております。よ
しみさん時代のお客様は
じめ、地元の皆様にお世
話になりながら、良いお店
造りを目指しております。
法人会の皆様にもご指導
とご鞭撻を頂きながらさら
に努力してまいります。

日本財務コンサルテ
ィングの中里と申しま
す。長年、銀行員と
して培った財務ノウ
ハウを生かして中小
企業財務活動のお
手伝いをすべく、昨年、
開業いたしました。企
業の創業支援、資金
繰りの安定化支援、
場合によっては事業
再生支援まで幅広く
お手伝いしていきた
いと考えております。

訪問介護、いわゆるホー
ムヘルパーさんを採用し
て派遣するという事業で
ございます。開業してまだ
３年に満たないという弱
小企業でございます。最
近、同業者の数がどんど
ん増え、苦戦しております。
そういった中での差別化
というのは、いいヘルパ
ーさんを養成し、利用者
さんに満足いただけるサ
ービスを提供することだと
思っています。毎月、料
理教室、それからスキル
アップセミナーという形で、
ヘルパーさんの教育を継
続的にやっていっており
ます。皆さんのお力添え
で継続できる企業にして
いきたいと思っています。
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街
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
。
そ
れ
が
一
番
の
目
的
。

私
た
ち
が
事
業
を
営
め
る
の
も
荻
窪
の
街
が
あ
っ
て
こ
そ
、

だ
か
ら
委
員
会
で
は
街
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
恩
返
し
を
考
え
て
い
ま
す
と
大
澤
委
員
長
の
言
。

縦
割
り
に
な
り
が
ち
な
組
織
を
縦
横
に
糸
を
め
ぐ
ら
せ
て
活
動
す
る

社
会
貢
献
活
動
事
業
委
員
会
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
座
談
会
で
す
。
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1

場所・所在地

93

53

83

60

54

343

出席数開催日 H.16

2/4（水）

2/18（水）

2/12（木）

2/19（木）

2/26（木）

開催日 H.16

17：30

17：30

18：00

18：00

17：30

ブロック

計

1

2

3

4

5

区立井草地域区民センター　2階会議室
杉並区下井草 5-7-22

区立杉並会館末広の間
杉並区上荻 3-9-5

荻窪タウンセブン8階会議室
杉並区上荻 1-9-1

JBCホール
杉並区西荻南2-7-13

荻窪タウンセブン8階会議室
杉並区上荻 1-9-1

【講師】
宮本克己荻窪税務署副署長
梅津修法人課税第1部門統括官
田中正明法人課税第1部門審理上席調査官
【テーマ】
国税の現状と調査事例
［第1ブロック］
研修「すばらしい人間関係をつくる話し方」
講師：ヒューマンコミュニケーションセンター所長
中村豊秀殿
［第2ブロック］
研修「だれも知らない借金、抵当権消滅法」
講師：ユニオン教育センター（株）代表取締役
太田哲二殿
［第3ブロック］
研修「防災対策と経営者責任」
講師：荻窪消防署署長　毛呂孝之殿
［第4ブロック］
研修「相続税・贈与税における財産評価」
講師：田中正明法人課税第1部門審理上席調査官
［第5ブロック］
研修「平成16年度税制改正（案）」
講師：田中正明法人課税第1部門審理上席調査官

春のブロック研修会
春のブロック研修会

新入会員研修会

新入会員研修会
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１

青
色
申
告
書
を
提
出
し
た
事
業
年
度
の
欠
損

金
の
繰
越
期
間
等
を
７
年
間（
現
行
５
年
間
）に
延

長
す
る
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
13
年
４
月
１
日
以
後
開

始
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
欠
損
金
に

つ
い
て
適
用
し
ま
す
。
具
体
的
に
３
月
決
算
法

人
の
場
合
を
見
て
み
ま
す
と
、
平
成
14
年
３
月

期
に
生
じ
た
欠
損
金
は
、
現
行
で
あ
れ
ば
平
成

19
年
３
月
期
ま
で
控
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
改
正
案
が
成
立
し
ま
す
と
、
平
成
20

年
３
月
期
、
平
成
２
１
年
３
月
期
に
お
い
て
も
繰

越
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
下
図
参
照

２
『
帳
簿
書
類
の
保
存
期
間（
現
行
５
年
又
は
７

年
）』に
つ
い
て
、
現
行
５
年
と
さ
れ
て
い
る
帳
簿

書
類（
例
え
ば
、
棚
卸
資
産
関
係
の
証
ひ
ょ
う
書

類
等
）の
保
存
期
間
を
７
年
に
延
長
し
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
13
年
４
月
１
日
以
後
に

開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
帳
簿
書
類
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
『
法
人
税
に
係
る
更
正
の
期
間
制
限
』に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

（
１
）欠
損
金
に
係
る
更
正
の
期
間
制
限
を
７
年（
現

行
５
年
）に
延
長
し
ま
す
。

（
２
）脱
税
以
外
の
場
合
の
過
少
申
告
に
係
る
更
正

の
期
間
制
限
を
５
年（
現
行
３
年
）に
延
長
し
ま
す
。

（
１
）
の
改
正
は
、
平
成
13
年
４
月
１
日
以
後

に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
生
じ
た
欠
損
金
額
に

つ
い
て
適
用
し
、（
２
）の
改
正
は
平
成
16
年
４
月

１
日
以
後
に
法
定
申
告
期
限
が
到
来
す
る
法
人

税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

法
人
の
土
地
税
制
で
す
が
、『
土
地
譲
渡
益
に

対
す
る
追
加
課
税
制
度
（
い
わ
ゆ
る
土
地
重
課

制
度
）』
に
つ
い
て
、
適
用
停
止
措
置
の
期
限
を

５
年
延
長
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
20
年
12
月
31
日

ま
で
の
譲
渡
に
つ
い
て
適
用
停
止
に
な
り
ま
す
。

土
地
重
課
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま

す
と
、
仮
に
法
人
が
土
地
の
譲
渡
等
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
通
常
の
法
人
税
の
ほ
か
に
、
そ
の
土
地

等
の
譲
渡
利
益
に
対
し
て
、
法
人
税
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
10
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

15
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
つ
い
て
適
用
が
停
止

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
再
度
適
用
停
止
措
置
が
延

長
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、『
特
定
の
資
産
の
買
換
え
の
場
合
等
の

課
税
の
特
例
』
に
つ
い
て
、
長
期
所
有
の
土
地
、

建
物
等
か
ら
国
内
に
あ
る
土
地
、
建
物
、
機
械
装

置
へ
の
買
換
え
の
適
用
期
限
を
３
年
間
延
長
し

ま
す
。
こ
れ
は
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
10
年
度
の
税
制
改
正
で

導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
も
し
、
ご
存
知
で
な

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
覚
え
て
い

た
だ
き
た
い
制
度
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
れ
は
「
特
定
資
産
の
買
換
え
の
圧
縮
記
帳
」

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
ま

で
は
譲
渡
物
件
と
買
換
え
物
件
に
つ
い
て
、
細
か

い
条
件
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
制
度
は
、
譲

渡
物
件
は「
国
内
に
あ
る
土
地
等
、
建
物
又
は
構

築
物
で
、
取
得
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
10
年
超

所
有
さ
れ
た
も
の
」、
買
換
え
資
産
は
「
国
内
に

あ
る
土
地
等
、
建
物
、
構
築
物
若
し
く
は
機
械

及
び
装
置
等
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
規
定
と
比

べ
て
比
較
的
条
件
が
緩
や
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
譲
渡
益
の
８
割
程
度

の
課
税
の
繰
り
延
べ
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
計
算
例
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
※
次
ペ
ー
ジ
図
参
照

《欠損金の繰越期間の延長》
  
  3月決算法人の場合（〇：繰越可能　×：繰越不可）

事業年度

現　　行

改 正 案

 14 年 15 年 16 年 17 年 18 年 19 年 20 年 21 年 
 3月期 3月期 3月期 3月期 3月期 3月期 3月期 3月期

  ○ ○ ○ ○ ○ × × 

  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
欠損金



《 特定資産の買換えの場合等の課税の特例（圧縮記帳）の計算例 》
 
  ■国内にある取得の日から引き続き10年超所有された土地を売却して、国内にある別の土地を買い換えた場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔譲渡物件の概要〕　　　　　　　　〔売却時仕訳例〕
  帳簿価額（取得費） 2,500万円 　　　　譲渡費用　　  500万／現金預金　　　 500万
  譲渡費用　　　　　  500万円　　　　現金預金　10,000万／土地　　　　2,500万
  譲渡価額 　　　　 10,000万円　　　　　　　　　　　　　　土地売却益　7,500万 

〔買換え物件の概要〕　　　　　　　　　　
  買換え資産の価額　　9,000万円

 
  譲渡価額－（取得費＋譲渡費用）＝譲渡損益
  10,000万－（2,500万＋500万）＝7,000万
  譲渡益÷譲渡価額＝差益割合
  7,000万÷10,000万＝0.7

  買換え資産の価額×差益割合×0.8＝圧縮限度額
  9,000万×0.7×0.8＝5,040万

〔買い換え資産取得時仕訳例〕
  土地 9,000万／現金預金 9,000万
  土地圧縮損 5,040万／土地 5,040万 
  法人の土地の帳簿価格   3,960万（9,000万－5,040万）

333

こ
の
改
正
は
、
平
成
16
年
１
月
１
日
以
後
の

譲
渡
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
、
た
だ
し
、
特

定
の
居
住
用
は
除
か
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
バ
ブ
ル
期
等
の
地
価
が
高
い
時

期
に
土
地
等
、
建
物
を
取
得
し
て
、
賃
貸
等
で

運
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
も
し
、
そ
の
物
件
を

売
却
し
て
損
失
が
出
て
も
、
他
の
所
得
と
損
益

通
算
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
な
不
動
産

の
売
却
等
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
留
意
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
年
金
税
制
で
す

が
、『
公
的
年
金
控
除
』に
つ
い
て
、
年
齢
65
歳

以
上
の
者
に
対
し
て
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
措
置

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
老
年
者
特
別
加
算
と

し
て
、
年
齢
65
歳
以
上
の
者
の
公
的
年
金
等
控

除
の
最
低
保
障
額
を
。
50
万
円
加
算
し
、
１
２

０
万
円
と
す
る
特
例
措
置
を
講
じ
ま
す
。
ま
た

『
老
年
者
控
除
』に
つ
い
て
廃
止
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
平
成
17
年
以
後
の
所
得

税
に
つ
い
て
適
用
し
ま
す
。

こ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
読
ん
で
も
分
か
り
に
く
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
具
体
的
に
説
明
し
ま
す

と
、
夫
婦
と
も
に
65
歳
の
ケ
ー
ス
で
課
税
最
低

限
を
、
平
成
15
年
分
と
平
成
17
年
分
で
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
平
成
15
年
分
は
私
の
試
算
で
約

３
１
８
万
円
、
平
成
17
年
分
は
財
務
省
の
試
算

で
約
２
０
５
万
円
と
な
り
、
課
税
最
低
限
が
約

１
０
０
万
程
度
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
乱
暴
な

計
算
を
す
る
と
、
公
的
年
金
控
除
の
減
少
額
20

万
円（
１
４
０
万
円
―
１
２
０
万
円
）、
配
偶
者

特
別
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の
廃
止
額
38
万
円
、

そ
し
て
老
年
者
控
除
の
廃
止
50
万
円
の
合
計
金

額
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
と
し
て
、
租
税
特
別
措
置
の
改
正
等

で
、『
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
同
族
会
社
の
特

別
税
率
の
不
適
用
制
度
』の
適
用
期
限
を
２
年
延

長
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
法
人

は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
始
す
る
各

事
業
年
度
に
限
り
、
確
定
申
告
書
に
必
要
な
明

細
書
等
の
書
類
を
添
付
し
て
申
告
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
同
族
会
社
の
特
別
税
率
の
不
適
用
の

特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
中
小
企
業
の
創
造
的
事
業
活
動
の

促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
に
係
る
措
置
に
つ

い
て
は
、
平
成
17
年
４
月
13
日
ま
で
に
開
始
す

る
各
事
業
年
度
に
限
り
ま
す
。

次
に
、
個
人
の
土
地
税
制
で
す
が
、『
土
地
・

建
物
譲
渡
所
得
の
税
率
等
』に
つ
い
て
、
長
期
譲

渡
所
得
に
対
す
る
税
率
を
20
％（
所
得
税
15
％
・

住
民
税
５
％
）に
引
き
下
げ
ま
す
。

参
考
に
ま
で
、
現
行
の
税
率
は
26
％（
所
得
税

20
％
・
住
民
税
６
％
）で
す
。
こ
の
改
正
は
平
成

16
年
１
月
１
日
以
後
に
行
う
土
地
・
建
物
等
の

譲
渡
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、『
長
期
譲
渡
所
得
の
１
０
０
万
円
の
特

別
控
除
』は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
16
年
分
以
後
の
所
得
税

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
是
非
覚
え
て
い
た
だ
き
た

い
項
目
で
す
が
、『
土
地
、
建
物
等
の
長
期
譲
渡

所
得
又
は
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
生
じ
た
損
失

の
金
額
に
つ
い
て
は
、
土
地
、
建
物
等
譲
渡
に

よ
る
所
得
以
外
と
の
損
益
通
算
及
び
翌
期
以
降

の
繰
越
を
認
め
な
い
。』と
う
い
う
改
正
案
で
す
。
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1

私
は
、
天
沼
に
鎮
座
す
る
熊
野
神
社
の
宮

司
と
し
て
日
々
神
様
奉
仕
に
励
ん
で
い
る
者

で
す
。
こ
の
様
な
者
で
、
法
人
会
活
動
に
参

加
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
私
達
家
族
が
こ
の
天
沼
に
移
っ
て
ま

だ
14
年
だ
か
ら
で
す
。
天
沼
の
事
、
荻
窪
の

事
な
ど
知
ら
な
い
事
ば
か
り
な
の
で
、
少
し

で
も
地
域
の
事
を
知
り
た
い
と
法
人
会
の
仲

間
に
も
入
れ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

ま
た
、
神
社
の
中
に
い
れ
ば
、
そ
れ
は
そ

れ
な
り
に
事
足
り
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は

あ
ま
り
に
も
世
の
中
の
事
を
知
ら
な
過
ぎ
る

と
考
え
、
法
人
会
、
各
種
の
研
修
会
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
る
次
第
で
も
あ
り
ま

す
。（
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
税
制
が
変

わ
る
事
が
あ
る
な
ど
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
前
の
職
業
が
海
上
自
衛
隊
と
い

う
、
税
務
と
は
お
よ
そ
関
係
の
な
い
職
場
で

も
あ
り
ま
し
た
し
。）

そ
し
て
、
会
の
お
手
伝
い
を
重
ね
る
う
ち

に
、
多
彩
な
、
す
ば
ら
し
い
人
生
を
切
り
開

い
て
い
る
経
営
者
の
方
々
に
接
す
る
事
が
で

き
、
人
生
の
歩
み
方
を
学
ば
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
他
で
は
得
が
た
い
事

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
14
支
部
は
天
沼
１
丁
目
と
２

丁
目
を
区
域
と
す
る
支
部
で
あ
り
ま
す
。
日

大
ニ
高
通
り
を
北
の
境
、
中
央
線
、
青
梅
街

道
が
南
の
境
で
、
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
街
、
大

き
な
商
店
や
会
社
は
少
な
く
、
個
人
か
家
族

が
主
体
の
法
人
が
大
多
数
で
あ
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
環
境
の
支
部
も
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
皆
様
の
お
知
恵

を
拝
借
さ
せ
て
頂
き
異
業
種
の
連
帯
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
事
が
出
来
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



2

こ
の
度
、
法
人
会
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
15
支
部
、

支
部
長
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
井
上
和
英

で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
矢
澤
相
談
役
を
は

じ
め
役
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
頂

き
順
調
に
支
部
活
動
の
目
的
を
達
成
し
て
お

り
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

会
員
の
皆
様
に
も
日
頃
の
ご
協
力
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
員
参
加
で
支
部

運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
25
年
12
月
31
日
に
荻
窪
に
生

ま
れ
荻
窪
で
育
ち
ま
し
た
。
家
族
は
、
妻
と

子
ど
も
４
人（
男
２
人
、
女
２
人
）兄
弟
で
す
。

大
学
を
卒
業
し
、
７
年
ほ
ど
得
意
先
の
岩
崎

通
信
機
で
経
理
な
ど
見
習
い
修
行
を
し
、
父

の
会
社
で
あ
る
豊
多
摩
通
運
に
入
社
し
ま
し

た
。
豊
多
摩
と
い
う
社
名
は
、
祖
父
が
新
宿

ア
ル
タ
の
と
こ
ろ
で
運
送
業
を
始
め
、
番
地

が
豊
多
摩
郡
新
宿
村
で
し
た
の
で
そ
こ
か
ら

き
て
い
ま
す
。

昔
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
は
な
く
鉄
道
輸
送

が
中
心
で
、
今
の
ル
ミ
ネ
の
と
こ
ろ
に
貨
車

貨
物
の
荷
卸
の
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が

あ
り
、
貨
車
が
つ
く
と
馬
力
運
送
と
い
っ
て
、

大
八
車
に
荷
物
を
積
み
替
え
馬
に
引
か
せ
て

い
ま
し
た
。
荻
窪
の
様
子
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
、

当
時
は
駅
も
木
造
の
小
さ
な
駅
で
、
改
札
口

も
南
口
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

チ
ン
チ
ン
電
車
が
走
っ
て
い
た
り
、
少
年
の

こ
ろ
陸
橋
で
凧
揚
げ
を
し
た
り
、
ザ
リ
ガ
ニ

を
取
っ
た
り
し
た
風
景
が
思
い
出
さ
れ
懐
か

し
く
思
い
ま
す
。

荻
窪
の
駅
前
で
運
送
会
社
を
し
て
い
ま
す

が
、
設
立
は
昭
和
８
年
で
、
お
も
な
仕
事
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
通
信
機
器
の
出
荷

管
理
を
や
ら
せ
て
頂
き
、
全
国
の
配
給
局
に

納
品
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
引
越
し
を
含

め
輸
送
全
般
に
渡
っ
て
業
務
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
最
近
は
日
本
画
を
中
心
に
、
院
展
日

展
な
ど
美
術
の
運
搬
も
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
安
心
、
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

趣
味
は
剣
道
で
、
神
奈
川
県
警
師
範
故
中

村
太
郎
先
生
に
教
え
を
頂
き
、
５
才
か
ら
天

沼
の
大
義
塾
と
い
う
道
場
に
通
い
、
橋
本
龍

太
郎
、
林
家
木
久
蔵
諸
先
輩
が
お
り
ま
す
。

ま
た
、
だ
い
ぶ
前
で
す
が
ド
イ
ツ
に
剣
道
を

教
え
に
行
き
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
ソ
ウ
ル
の
世
界
選
手
権
で
再
会
で
き

た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
。
古
武
道
の
世
界

で
は
、
鹿
島
神
伝
直
心
影
流
を
学
び
、
宝
蔵

院
流
、
柳
生
新
陰
流
な
ど
、
修
行
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
学
ん
だ
事
が
、
剣
の
理
法
に

お
け
る
人
間
形
成
の
道
で
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
よ
き
師
、
よ
き
先
輩
、
よ
き
友
と
出
会

い
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

法
人
会
を
通
し
て
精
進
し
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
次
は
メ
ー
ル
に
挑
戦
で
す
。

何
も
特
別
な
ソ
フ
ト
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
メ
ー
ル
の
送
受
信
は
、
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
に
標
準
で
つ
い
て
い
る
ア

ウ
ト
ル
ッ
ク
エ
キ
ス
プ
レ
ス（
Ｏ
Ｅ
）

で
読
み
書
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
あ
る
封
書
の
形
を

し
た
絵（
＝
ア
イ
コ
ン
）を
ダ
ブ
ル
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
メ
ー
ル
を
読
み
書
き

で
き
る
ソ
フ
ト（
メ
ー
ラ
ー
と
も
言
い

ま
す
）が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

景
子
さ
ん「
今
度
は
メ
ー
ル
を
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
ね
。」

上
田「
ど
こ
で
書
け
ば
い
い
ん
で
す

か
。」

景
子
さ
ん「
Ｏ
Ｅ（
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ

キ
ス
プ
レ
ス
）を
立
ち
上
げ
れ
ば
い
い

の
よ
。」

上
田「
そ
う
言
わ
れ
て
も
ど
れ
だ
か
分

か
ん
な
い
し
。」

景
子
さ
ん「
そ
う
ね
。
こ
こ
に
封
書
の

形
を
し
た
ア
イ
コ
ン
が
あ
る
で
し
ょ
。

こ
れ
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
い

い
の
よ
。」

上
田「
こ
れ
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
で
き
る
じ
ゃ
な
い
。」

上
田「
そ
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん

で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
出
て
き
た
窓
の
上
の
左
端

に『
メ
ー
ル
の
作
成
』と
言
う
の
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
。」

上
田「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
作
成
と
言
う
画

面
が
出
て
き
ま
し
た
。」
※
上
図
参
照

景
子
さ
ん「
そ
こ
に
空
白
の
窓
が
三
つ

あ
る
で
し
ょ
う
。
一
番
上
が『
宛
先:

』

二
番
目
が『
Ｃ
Ｃ:

』三
番
目
が『
件
名:

』。

使
う
の
は
一
番
目
と
三
番
目
の
宛
先

と
件
名
、
メ
ー
ル
の
本
文
は
そ
の
下

の
大
き
な
空
白
の
欄
に
書
く
の
よ
。」

上
田「
宛
先
は
な
ん
て
入
れ
れ
ば
い
い

ん
で
す
か
。
ま
さ
か『
景
子
さ
ん
』じ

ゃ
だ
め
で
し
ょ
う
？
」

景
子
さ
ん「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と

き
は
住
所
の
よ
う
な
物
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
メ
ー
ル
の
ア

ド
レ
ス
に
も
決
ま
り
が
あ
る
の
よ
。」

上
田「
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
っ
て
入
れ
る
ん
で
す

か
。」

景
子
さ
ん「
あ
ん
た
っ
て
応
用
が
利
か

な
い
わ
ね
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
契
約
し

た
時
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス（
メ
ー
ル
の
宛
先
）に
な
る

の
よ
。」

上
田「
あ
っ
、
そ
う
か
。
と
言
う
こ
と

は
ｕ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
で
い
い
ん
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
残
念
で
し
た
。
そ
れ
だ
け

じ
ゃ
足
り
ま
せ
ん
。
ｕ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
の

あ
と
に
＠（
ア
ッ
ト
マ
ー
ク
）を
つ
け

て
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
ア
ド
レ
ス
を
入

れ
る
の
よ
。
あ
な
た
の
場
合
は『
ｕ
ｅ

ｐ
ｏ
ｎ
＠
ｘ
ｘ
ｘ．

ｘ
ｘ
ｘ．

ｎ
ｅ．

ｊ
ｐ
』に
な
る
の
よ
。」

上
田「
自
分
に
テ
ス
ト
で
出
し
て
み
て

も
い
い
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
ま
あ
、
普
通
は
そ
う
す
る

わ
ね
。」

上
田「
Ｏ
Ｋ
。
宛
先
は
入
り
ま
し
た
。

件
名
と
本
文
は
？
」

景
子
さ
ん「
世
話
が
焼
け
る
わ
ね
。
両

方
と
も
テ
ス
ト
に
で
も
し
て
お
け
ば

い
い
じ
ゃ
な
い
。」

上
田「
な
る
ほ
ど
。
書
け
ま
し
た
が
送

信
は
と
言
う
と
、
こ
の
上
に
あ
る
﹇

送
信
﹈
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ

ば
良
さ
そ
う
だ
な
。」

景
子
さ
ん「
ビ
ン
ゴ
！
や
れ
ば
で
き
る

じ
ゃ
な
い
。」

上
田「
あ
れ
！
こ
れ
で
送
信
で
き
た

の
か
な
。」

景
子
さ
ん「
残
念
だ
け
ど
、
Ｏ
Ｅ（
ア

ウ
ト
ル
ッ
ク
エ
キ
ス
プ
レ
ス
）で
は

﹇
送
信
﹈の
ボ
タ
ン
を
押
す
と﹇
受
信
ト

レ
イ
﹈の
左
側
に
あ
る﹇
送
信
ト
レ
イ
﹈

に
一
度
置
か
れ
る
の
よ
。」

上
田「
そ
し
た
ら
送
信
で
き
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
こ
れ
も
手
順
だ
か
ら
し
ょ

う
が
な
い
の
よ
。」

上
田「
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
新
し
い
メ
ー
ル
を
書
い
た

時『
メ
ー
ル
の
作
成
』を
ク
リ
ッ
ク
し

た
け
ど
、
今
度
は
そ
れ
よ
り
右
側
に

あ
る『
送
受
信
』を
ク
リ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
る
の
。」

上
田「
二
度
手
間
に
な
る
け
ど
し
ょ
う

が
な
い
か
。」

景
子
さ
ん「
な
に
生
意
気
言
っ
て
る
の

よ
。」

1

■広報副委員長 上田仁士

【Eメールをやってみよう…その1】

3回にわたってホームページを見るための基本的なことを景子さんに教わりました。
荻窪法人会のホームページをご覧になられるとお分かりのように、ホームページにはいろ
いろな情報が詰まっています。必要な情報を瞬時に手に入れる手段として、荻窪法人会
ホームページをどんどん活用してみてください。法人会のホームページだけでなく、いろ
いろな業種の会社や個人が情報発信していますので、仕事ばかりでなく趣味や勉強、シ
ョッピングにも活用できることと思います。面白いホームページや役に立つホームページ
を見つけると、自分ひとりで活用するだけではもったいない気分になるものです。そこでパソ
コン仲間のお友達に教えてあげたいと思うのは自然な流れかもしれません。どうやって教え
てあげるか考えてしまう方もおられることでしょう。もう皆さんはパソコンが使えるので、簡単
に連絡する方法を持っているのです。そうです、「電子メール（Ｅメール）」を使いましょう。
あまり難しく考えず、「取り敢えずやってみるか」の気持ちが大事です。
前回同様、景子さんと、広報委員会ホームページ小委員会の上田がご案内いたします。
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の
。
あ
き
れ
た
。」

上
田「
売
り
場
の
人
は
大
丈
夫
だ
っ
て

言
っ
て
ま
し
た
も
の
。」

景
子
さ
ん「
最
初
か
ら
お
試
し
版
が
入

っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
ソ
フ
ト

メ
ー
カ
ー
に
登
録
し
な
け
れ
ば
機
能

し
て
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
よ
。」

上
田「
そ
う
な
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
ウ
イ
ル
ス
に
も
し
感
染
し

て
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
わ
よ
。」

上
田「
電
子
メ
ー
ル
も
結
構
面
倒
で
す

ね
。」

景
子
さ
ん「
今
度
ゆ
っ
く
り
教
え
て
あ

げ
る
か
ら
。」

上
田「
今
日
は
終
わ
り
っ
て
言
う
こ
と

で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
そ
う
言
う
所
は
勘
が
鋭
い

の
ね
。」

上
田
「
誉
め
て
い
た
だ
い
て
光
栄
で

す
。
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」

景
子
さ
ん「
何
言
っ
て
ん
の
よ
。
も
う

知
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。」

上
田「
変
だ
な
。
今
度
も
送
信
で
き
な

い
や
。」

景
子
さ
ん「
サ
ー
バ
が
見
つ
か
ら
な
い

と
出
ち
ゃ
っ
て
る
わ
ね
。」

上
田「
何
か
変
な
こ
と
し
ま
し
た
っ

け
。」

景
子
さ
ん「
特
に
な
い
け
ど
、
ど
う
し

た
の
か
し
ら
。」

上
田「
回
線
が
お
か
し
い
の
か
な
。」

景
子
さ
ん「
送
信
メ
ー
ル
を
も
う
一
度

表
示
し
て
み
て
。」

上
田「
送
信
メ
ー
ル
は
ど
こ
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
さ
っ
き
メ
ー
ル
を
書
い
た

﹇
受
信
ト
レ
イ
﹈
の
左
側
の
欄
に
﹇

フ
ォ
ル
ダ
﹈
と
い
う
の
が
有
る
で
し

ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
項
目
が
あ
る
か
ら

確
認
し
て
み
て
。」

上
田「『
送
信
済
み
ア
イ
テ
ム
』と
い
う

の
が
あ
る
か
ら
こ
れ
か
な
。」

景
子
さ
ん「
ま
ぁ
半
分
当
た
り
ね
。」

上
田「
正
解
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
だ
っ
て
メ
ー
ル
送
信
で
き

な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。」

上
田「
あ
っ
！
そ
う
か
。
と
い
う
こ
と

は
『
送
信
ト
レ
イ
』が
あ
や
し
い
な
。」

景
子
さ
ん「
そ
の『
送
信
ト
レ
イ
』を
良

く
見
て
み
な
さ
い
よ
。」

上
田「『
送
信
ト
レ
イ
』の
後
ろ
に
青
い

色
で（
１
）と
出
て
ま
す
。」

景
子
さ
ん「
そ
の
意
味
は
、『
送
信
ト

レ
イ
』に
未
送
信
の
メ
ー
ル
が
一
通
残

っ
て
ま
す
よ
と
言
う
こ
と
な
の
。」

上
田「
こ
の『
送
信
ト
レ
イ
』を
ク
リ
ッ

ク
す
れ
ば
良
い
ん
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
さ
っ
さ
と
や
っ
て
。」

上
田「
は
い
。
ク
リ
ッ
ク
し
ま
し
た
。」

景
子
さ
ん「
ど
れ
ど
れ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。」

上
田「
変
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。」

景
子
さ
ん「
特
に
変
で
は
な
い
け
ど
、

あ
な
た
件
名
を﹇
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
﹈と
英
語

で
入
れ
た
で
し
ょ
う
。」

上
田「
日
本
語
変
換
が
面
倒
く
さ
か
っ

た
も
の
で
。」

景
子
さ
ん「
サ
ー
バ
に
よ
っ
て
は
、
サ

ー
バ
自
体
に
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
ソ

フ
ト
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、﹇
ｔ
ｅ
ｓ

ｔ
﹈の
よ
う
な
件
名
だ
け
で
も
受
け
付

け
な
い
も
の
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
せ

い
か
も
ね
。」

上
田「
そ
れ
じ
ゃ
ぁ
件
名
を
カ
タ
カ
ナ

に
か
え
て『
テ
ス
ト
』に
し
ま
す
。」

景
子
さ
ん「
多
分
そ
れ
で
う
ま
く
い
く

と
思
う
わ
。」

上
田「
で
は
、
送
信
い
た
し
ま
す
。」

景
子
さ
ん「
ち
ゃ
ん
と
手
順
を
踏
ん
で

ね
。」

上
田「
や
っ
た
ぁ
！
今
度
は
送
れ
ま
し

た
。」

景
子
さ
ん「
き
ち
ん
と
送
信
で
き
れ
ば

『
送
信
ト
レ
イ
』に
青
色
の
表
示
が
な

く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
」

上
田「
こ
こ
を
見
て
も
分
か
る
ん
で
す

ね
。」

景
子
さ
ん「﹇
受
信
ト
レ
イ
﹈の
左
側
の

﹇
フ
ォ
ル
ダ
﹈の
欄
に
は
自
分
の
い
ろ

い
ろ
な
メ
ー
ル
に
関
す
る
情
報
が
あ

る
の
よ
。」

上
田「
す
ぐ
に
戻
っ
て
く
る
か
な
。」

景
子
さ
ん「
自
分
宛
て
に
出
し
た
メ
ー

ル
だ
か
ら
す
ぐ
に
戻
っ
て
く
る
わ
よ
。」

上
田「
何
の
表
示
も
出
て
こ
な
い
。」

景
子
さ
ん「
自
動
で
受
信
で
き
る
タ
イ

プ
の
も
の
は
別
と
し
て
、
普
通
は
メ

ー
ル
が
来
て
る
か
ど
う
か
手
動
で
問

い
合
わ
せ
な
い
と
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
メ
ー
ル
が
来
て
い
る
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
こ
と
よ
。」

上
田「
な
に
か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

ん
だ
な
。」

景
子
さ
ん「
ヒ
ン
ト
は
送
信
の
と
き
に

し
た
こ
と
。」

上
田「『
送
受
信
』の
ク
リ
ッ
ク
だ
。」

景
子
さ
ん「
ビ
ン
ゴ
！
」

上
田「
メ
ー
ル
よ
来
い
。」

景
子
さ
ん「
Ｏ
Ｅ（
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ

キ
ス
プ
レ
ス
）の
受
信
ト
レ
イ
を
見
て

み
な
さ
い
よ
。」

上
田「
お
お
！
送
信
者：

ｕ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
、

件
名：

テ
ス
ト
で
入
っ
て
る
。」

景
子
さ
ん「
簡
単
な
も
ん
で
し
ょ
。」

上
田「
こ
れ
で
私
も
一
人
前
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん「
と
言
え
る
ほ
ど
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
一
応
合
格
ね
。」

上
田「
ど
ん
ど
ん
メ
ー
ル
を
出
す
ぞ
。」

景
子
さ
ん
「
ア
ド
レ
ス
帳
に
お
友
達
や

お
仕
事
で
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
を
事

前
に
登
録
し
て
お
く
と
い
い
わ
ね
。」

上
田「
早
速
や
り
ま
す
。」

景
子
さ
ん「
注
意
し
て
お
く
け
ど
、
ウ

イ
ル
ス
だ
け
に
は
気
を
つ
け
て
ね
。」

上
田「
ウ
イ
ル
ス
っ
て
メ
ー
ル
を
出
す

と
病
気
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
人
間
の
病
気
じ
ゃ
な
く

て
、
パ
ソ
コ
ン
に
伝
染
す
る
の
よ
。」

電
子
メ
ー
ル
は
便
利
で
す
が
、
全
然

問
題
が
無
い
わ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

全
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
広
告
の

メ
ー
ル
が
入
っ
た
り
、
時
に
は
知
人

か
ら
の
メ
ー
ル
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
し

て
い
た
り
し
ま
す
。
特
に
、
自
分
の

パ
ソ
コ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
の
を
気
づ
か
ず
、
使
用
を
続
け

て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。

例
え
ば
、「
画
面
に
花
火
が
出
た
」「
パ

ソ
コ
ン
の
保
存
し
て
あ
る
フ
ァ
イ
ル

が
全
部
無
く
な
っ
た
」「
勝
手
に
パ
ソ

コ
ン
に
あ
る
ア
ド
レ
ス
帳
か
ら
メ
ー

ル
を
出
さ
れ
た
」の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
。
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
が
壊

れ
る
だ
け
な
ら
、
自
分
で
責
任
を
取

れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
電
子
メ
ー
ル

で
ウ
イ
ル
ス
を
ば
ら
撒
い
て
し
ま
う

と
、
ね
ず
み
算
式
に
全
世
界
に
広
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
個
人
の
パ
ソ
コ

ン
で
さ
え
そ
う
で
す
か
ら
、
会
社
の

パ
ソ
コ
ン
が
感
染
し
た
ま
ま
で
あ
っ

た
ら
、
商
売
上
の
問
題
に
も
な
り
、

取
引
先
の
信
用
も
失
い
ま
す
。

景
子
さ
ん「
こ
の
パ
ソ
コ
ン
に
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
ソ
フ
ト
は
入
っ
て
る
の
。」

上
田「
買
っ
て
き
た
ま
ま
で
す
か
ら
大

丈
夫
で
す
よ
。」

景
子
さ
ん「
あ
ん
た
確
認
も
し
て
な
い
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税務署で発行する納税証明書には、次の種類がありますので、どの種類の納税証明書が必要となるのか、納税証
明書の提出先等であらかじめご確認をお願いします。

◇納税証明書には、次の種類があります。

●納税証明書［その1］………納付税額等の証明

●納税証明書［その2］………所得金額の証明（個人は申告所得税に係る所得金額、法人は法人税に係る所得金額です。）

●納税証明書［その3］………未納の税額がないことの証明

●納税証明書［その4］………滞納処分を受けたことがないことの証明

納税証明書を請求するために来署される際には、次のものを持参していただく必要があります。

【お願い】
最近において申告・納税したものに係る納税証明書（その1、その3等）を請求される場合には、その「領収証書」をご持参ください。
お待ちいただく時間が少なくて済みますのでご協力をお願いします。

〔1〕手数料（収入印紙又は現金）

次の算式による手数料（収入印紙又は現金）が必要です。

その1・その2………税目数×年度数×枚数×400円
その3・その4………枚数×400円

〔2〕ご本人（法人の場合は代表者本人、代理人の方が来署される場合は代理人本人）であることを確認できるもの

（例えば運転免許証、健康保険証など。）

〔3〕代理人の方が来署される場合には、ご本人（法人の場合は代表者）からの委任状（ご家族、従業員の方が来署

される場合も委任状が必要となります。）

委任状には、必ず、ご本人が署名・押印（法人の場合は代表者の署名及び申告書に押印した印鑑の押印）して

ください。なお、委任状は納税証明書交付請求書に添付して提出していただくことになります。

1

2
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国税専門官とは、国税局や税務署において、
税のスペシャリストとして法律・会計等の専門知識を駆使し、

適正・公平な課税を維持し、租税収入を確保するための事務を行います。

q

w

［解説］

一般に、電子証明書の発行の際には、認証局による厳格な本人確認が行われ公開鍵の保有者
として公開鍵証明書（電子証明書）が交付されることになります。
商業登記認証局が発行する電子証明書の場合、登記上の法人の代表者が公開鍵の所有者で
あることを証明するものですから、当該法人自身における電子証明書の使途の管理上の問題が
なければ、法人代表者個人の所得税申告に使用しても特に差し支えありません。

Q

A

Q&A



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
初
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
事
と
お
よ
ろ

こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
で
は
１
月
21
日
京
王
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
新
年
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
は
じ
め
に
井
野
場
女
性
部

会
長
の
新
年
の
挨
拶
が
有
り
、
次
に

宇
田
川
副
会
長
、
小
竹
副
会
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
新
年
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
回
は
尺
八
奏
者
で
あ

る
大
由
鬼
山
先
生
を
お
迎
え
し
て
尺

八
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鬼
山
先
生
は
、
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
・

民
族
楽
器
な
ど
に
取
り
組
み
場
所
に

こ
だ
わ
ら
ず
尺
八
活
動
を
し
て
い
る

演
奏
家
で
す
。
喜
多
郎
・
ジ
ョ
ー
ジ

川
口
氏
な
ど
と
活
発
な
活
動
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
す
。
い
よ
い
よ

演
奏
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
時
に
は

野
性
的
に
又
、
民
謡
・
童
謡
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
尺
八
の
音
色
に

う
っ
と
り
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
素
晴
ら
し
く
楽
し
い
一
時
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
懇
談
会
に
入
り
美
味
し
い

食
事
に
43
階
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
夜

景
も
ご
馳
走
に
加
わ
り
楽
し
い
団
欒

２
月
18
日
、
法
人
会
館
に
お
い
て

「
税
を
知
る
会
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
荻
窪
税
務
署

1

２
月
24
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、

平
成
16
年
度
の
事
業
計
画
案
の
中
で
、

「
地
域
社
会
の
貢
献
等
、
社
会
の
健
全

な
発
展
に
資
す
る
事
業
」に
つ
い
て
、

「
地
域
の
防
犯
に
つ
い
て
な
に
か
出
来

る
こ
と
は
無
い
だ
ろ
う
か
？
」と
い
う

こ
と
で
、
荻
窪
警
察
署
生
活
安
全
課

の
諏
訪
課
長
、
菊
地
防
犯
係
長
に
も

ご
臨
席
賜
り
、
助
言
等
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

委
員
会
の
席
上
、
諏
訪
課
長
よ
り

荻
窪
警
察
署
管
内
の
空
き
巣
、
ひ
っ

た
く
り
等
の
平
成
14
年
分
と
平
成
15

年
分
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
の
ご
説

明
が
あ
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
発

生
件
数
が
約
33.

５
％
も
減
少
し
た
こ

と
や
、
犯
罪
者
の
心
理
と
し
て「
他
人

に
目
撃
さ
れ
る
」こ
と
が
一
番
い
や
な

女
性
部
会
副
部
会
長

社
会
貢
献
活
動
事
業
委
員

正
垣
有
美
子

女
性
部
会
長

梅津第1統括官

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
皆
さ
ん

童
心
に
返
っ
た
様
に
笑
顔
笑
顔
で
楽

し
み
ま
し
た
。
景
品
に
は
、
お
正
月

と
言
う
事
で
皆
さ
ん
で
き
れ
い
な
お

花
の
お
年
玉
を
い
た
だ
い
て
日
頃
の

疲
れ
も
忘
れ
、
楽
し
い
一
時
を
過
し

な
が
ら
女
性
部
会
の
新
年
研
修
も
無

事
に
終
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様

本
当
に
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
女
性
部
会
で
は
楽
し

い
企
画
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の

時
に
は
是
非
ご
出
席
を
し
て
下
さ
い
。

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
女
性
部
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

女性部会の皆さん 井野場女性部会長、鬼山先生

梅
津
修
法
人
課
税
第
１
統
括
官
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

梅
津
第
１
統
括
官
の
令
嬢
が
米
国

人
と
結
婚
す
る
た
め
に
、
ご
夫
婦
で

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

ま
で
い
か
れ
た
と
き
の
珍
道
中（
？
）

の
話
か
ら
、
日
米
の
文
化
の
違
い
を

改
め
て
感
じ
た
話
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
講
演
に
部
会
員
は
皆
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
米
国
人
の
婿
殿
の
両
親
が
、

二
人
で
話
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
目

と
目
を
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
や
、
そ

の
母
親
が
高
齢
な
の
で
、
一
度
、
梅

津
統
括
官
が
手
を
貸
そ
う
と
し
た
ら

「
Ｂ
ｙ
ｍ
ｙ

ｓ
ｅ
ｌ
ｆ
」と
お
っ
し

ゃ
り
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る

姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
内
容
で
し
た
。

楽
し
い
話
の
中
に
教
え
が
あ
る
「
落

語
」の
よ
う
な
講
演
に
、
部
会
員
皆
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

梅
津
統
括
官
、
ぜ
ひ
こ
の
次
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
と
な
ど
の
貴
重
な
話
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
菊
地
防
犯
係
長
に
も
昨
年

秋
の
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
講
演

の
時
の
よ
う
な
非
常
に
分
か
り
易
い

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、「
不
動
産
管
理
会
社
の
方

に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
駐
輪
場
・

駐
車
場
の
定
期
的
な
巡
回
」と
の
こ
と

で
し
た
。

社
会
貢
献
事
業
委
員
会
と
し
て
の
、

新
し
い
事
業
が
決
定
し
た
と
き
に
は

法
人
会
の
会
員
の
皆
様
ど
う
か
当
委

員
会
に
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



2

人
拉
致
の
際
に
も
使
わ
れ
た
の
で
は

と
、
想
像
さ
せ
ら
れ
た
。

帰
路
、
四
ッ
谷
に
あ
る
消
防
博
物

館
に
も
立
ち
寄
り
、
本
日
の
防
災
研

修
の
仕
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
２
月
５
日

レスキュー隊員によるエンジンカッターでの金属切断

荻窪消防署にて

BLOCK
ブロックだより

本
年
度
よ
り
の
新
し
い
試
み
と
し

て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
あ
る
い
は
支
部
単

位
で
の
自
主
的
な
研
修
事
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
当
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

支
部
合
同
で
そ
の
主
旨
に
沿
い
、
防

災（
防
火
）を
テ
ー
マ
と
し
て
、
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

２
月
５
日
参
加
者
30
数
名
を
得
て
、

先
ず
荻
窪
消
防
署
を
訪
問
。
毛
呂
署

長
、
笠
原
予
防
課
長
よ
り
防
災
に
つ

い
て
の
講
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

特
に
事
務
所
内
や
ご
家
庭
の
室
内
が

キ
チ
ン
と
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る
か

否
に
よ
っ
て
万
一
の
出
火
の
際
の
燃

え
広
が
り
か
た
が
随
分
と
違
う
と
言

う
話
に
は
成
程
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
屋
外
に
移
動
し
、
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
員
に
よ
る
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ

ー
で
の
金
属
切
断
。
こ
れ
は
自
動
車

事
故
に
よ
る
車
内
と
じ
込
め
か
ら
の

救
出
を
想
定
し
て
の
訓
練
。

更
に
は
梯
子
車
の
先
端
に
乗
っ
て

の
地
上
三
十
米
の
体
験
が
あ
り
、
消

防
署
の
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

再
び
バ
ス
乗
車
と
な
り
、
船
の
科

学
館
へ
向
か
う
。
こ
こ
の
屋
外
に
は

期
間
限
定
で
が
、
北
朝
鮮
の
工
作
船

（
平
成
13
年
12
月
に
領
海
侵
犯
に
よ
る

拿
捕
を
嫌
っ
て
自
沈
さ
せ
た
も
の
で
、

そ
の
後
日
本
政
府
に
よ
り
引
き
揚
げ

ら
れ
た
も
の
）が
展
示
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

船
尾
の
観
音
開
き
は
船
内
に
孕
ん

だ
子
船
を
出
す
為
と
思
わ
れ
、
日
本

第
12
支
部
長
　
小
泉
憲
雄

2月18日杉並区立産業商工会館において荻窪法人会、杉並法人会、東京商工会議所杉並
支部の3団体主催の講演会が森田実氏を講師にお迎えして開かれました。
演題は「これからどうなる日本の政治と経済」ということで今まさに日本が直面している課題を
一刀両断に切り込んだものでした。
この一年間の政治の重要性は今後、氏にとってもこれから経験できないほど貴重な一年であるはずなのに一連の古

賀問題で国会はだれてしまった。特に7月の参院選は「関ヶ原の戦い」になる、国際的にはイラク問題をどう導いていく
のか、国内的には一部の例外を除いて中小零細企業は依然として苦難のなかにあるこの日本経済の破壊を止める事
ができるのか。また、民主党にとって政権奪取の第一歩になるのか。その他マスコミ問題やアメリカとの関係などジャー
ナリズムへの苦言を含め大変、示唆に富むものでした。そして最後に選挙は「一害」を除去して政治の過ちを正す絶好
のチャンスになる。国民が今こそ理性と勇気を発揮すべきときであると。

船の科学館にて北朝鮮の工作船を見学
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